
インドネシアにおける天然ダム決壊後の衛星画像解析

天然ダム決壊後の7月27日に撮像された衛星画像（SAR強度画像）から決壊後に残存した湛水範囲を

判読した。決壊前に得られていた地形データから、判読された湛水範囲となることが想定される湛水面
標高を逆算することにより、決壊後の水面標高を求め、決壊前後の湛水量の差を計算によって求めた。
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【河道閉塞決壊前のSAR画像】

利用衛星 ：TerraSAR‐X
観測日時 ：2012/12/8

21：11：39（UTC）
撮影モード ：StripMap
入射角 ：約41°
軌道方向 ：Descending
偏波 ：HH
分解能 約

【河道閉塞決壊後のSAR画像】
利用衛星 ：TerraSAR‐X
観測日時 ：2013/7/27

21：11：44（UTC）
撮影モード ：StripMap
入射角 ：約41°
軌道方向 ：Descending
偏波 ：HH

【河道閉塞決壊前後のスタック画像】

R：決壊前のSAR画像 2012/12/8ヌグリリマ村 ヌグリリマ村 氾濫範囲

(c) 2012 Astrium Service / 
Infoterra GmbH, Disribution [PASCO]

(c) 2012 Astrium Service / 
Infoterra GmbH, Disribution [PASCO]

(c) 2012 Astrium Service / 
Infoterra GmbH, Disribution [PASCO]

分解能 ：約3m
処理レベル ：GEC

分解能 ：約6m
処理レベル ：GEC

G：決壊後のSAR画像 2013/7/27
B：決壊後のSAR画像 2013/7/27

ヌグリリマ村 ヌグリリマ村 氾濫範囲
（推定）

判読・解析結果
然ダム 高さは約 から約 にほぼ半減した・天然ダムの高さは約110mから約50mにほぼ半減した。

・それに伴い、約1,300万m3の湛水が流出したものと推定される。
・谷出口下流の氾濫範囲は、約37万m2と推定される。


